
団体名： 下山商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 84.0 ％） （達成度 130.0 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 73.3 ％） Ａ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 150.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 118.6 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商店街等の支援か
ら各商店への顧客
獲得を図る。

○

目標
数値

43
実績
数値

51
目標
数値

参加店舗数
指標

・商店街への観光客の誘
致を図り、商店街にある
お店をＰＲすることがで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

商店街・街づくり
事業

商店街へ観光客等の誘致を
図り、商店街の利用客の増
加を図ることを目的とし、
商店街周辺の観光資源等を
活かした活性化事業を行
う。
マイタウンおいでん香恋の
里に協力することにより地
域商業への集客力向上につ
なげる。
プレミアム付き商品券事業
の実施により地域産業への
消費喚起を行う。

・大沼こぼっちウォーク事
業参加店舗数　12社
・マイタウンおいでん事業
出展事業所数　5社
・プレミアム付き商品券取
扱店舗数　34社
計51社 商店街事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

継続して実施して
いく。

○

目標
数値

2
実績
数値

3
目標
数値

指標

豊田市内の1商工会議
所・６商工会合同でラグ
ビーワールドカップ開催
時及び冬季の物産展を実
施したことにより、小規
模事業者や１商工会が単
独ではできない規模の物
産展となり、市外の顧客
に地元特産品のＰＲ及び
販売ができた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

特産品展等

H17年の市町村合併以降、豊
田市内に１商工会議所・６
商工会が存在する。そこ
で、１商工会議所・６商工
会そして豊田市役所が協力
し、豊田市の特産品を外に
向けて販売、PRする。

・とよたの特産品展
令和元年9月23・28日、10月
5日開催
会場：豊田市参号館
参加事業者数：1社（全体19
社）
令和2年1月25・26日開催
会場：金山駅コンコース
　参加事業者数：2社（全体
19社）
特産品展に向け、参加事業
者等のスキルアップを目指
し実施した。
1月25日、2月12日講師：近
藤達雄
・その他展示会等出展　他
団体等が開催する展示会へ
の出展を促す。
・その他展示会等出展　他
団体等が開催する展示会へ
の出展を促す。

小規模事業者

指標
事業参加者

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

内容の充実を図り
参加者の増加を図
る。

○

目標
数値

24
実績
数値

24
目標
数値

15

指標
受講者数（個別） 経営革新及び労働保険実

務、税務の知識の向上が
図れた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
11

講習会等

多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な税務、労働、
情報化等の知識の取得を図
り、事業者の資質向上を目
的とする。

・小規模事業者の知識の取
得のため下記講習会を実施
した
・個別指導（税務講習会3
回）　11人
・集団指導（3回）　2４人
（税務講習会1回17人、労働
講習会1回7人、経営革新　1
回0人）
計6回　35人

小規模事業者

指標
受講者数（集団）

引き続き記帳指導
を通じ支援を実施
する。

○

目標
数値

35
実績
数値

35
目標
数値

実績
数値

記帳指導を通して、企業
の経営状態を把握し、企
業経営に役立てることが
出来た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導

商工会職員が、個人事業主
等を対象に正しい記帳方法
や決算・確定申告の指導を
行い、適正な税務申告と経
理の自計化や計数管理によ
る経営力の向上に結びつけ
る。

・小規模事業者の経理事務
の合理化を図った
・指導延回数　　　　　576
回
・対象小規模事業者数　35
件
・指導延日数　198日

小規模事業者

指標
記帳指導対象者数

指標

目標
数値

300
実績
数値

252
目標
数値

10

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

より一層小規模事
業者に寄り添った
巡回を実施する。

○
巡回・窓口相談指

導事業

小規模事業者を中心に、商工
会職員が金融相談、税務相
談・労働相談等経営全般につ
いて様々な相談への指導をす
ることにより経営及び技術の
改善を図り、企業を育成する
とともに、創業予定者を始め
とした経営全般に係る相談窓
口の設置により、経営改善に
資する指導を行う。

・巡回窓口指導実企業数
95社
・巡回窓口指導延件数
252件
・課題解決提案件数
13件
・経営革新承認件数　0件

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数 地区内小規模事業者の金

融、税務、労務等につい
て支援できた。

実績
数値

13

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 下山商工会

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｃ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 96.0 ％） （達成度 75.0 ％） Ａ Ｂ
①下げる②現

状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 96.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 101.8 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 85.7 ％） （達成度 81.3 ％） Ａ Ｂ 両方下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 75.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

継続して調査を実
施する。

○

目標
数値

40
実績
数値

30
目標
数値

指標

管内における経済動向を
分析し、地域内小規模事
業者の経営判断、経営支
援の参考資料として活用
できるようになった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査事業

経営支援を図るため、アン
ケート方式による地域の経
済動向調査を実施する。

小規模事業者への経済動向
調査の実施
調査対象事業所
・商業サービス業　17社
・工業・建設業　　13社
計30社

商工業者

指標
調査対象事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

団体と連携して商
店の活性化を図
る。

○

目標
数値

35
実績
数値

30
目標
数値

800000

指標
ポイントカードの売上 観光協会と連携して、観

光客へのＰＲを図り訪問
を促した。そして小規模
事業者の育成、活性化に
つながった。
　また、しもやまSSカー
ド会の活動を通じて、商
店街の活性化を図り、関
連する小規模企業の育成
につながった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
650000

産業団体

観光協会、カード会の活動
をサポートし事業運営に協
力することにより、国、地
方公共団体、地域社会への
貢献や発展のための一助と
なり、ひいては商工業の活
性化に資することを目的と
する。

・鯉恋まつりへの事業所の
参加数　16社
・三河湖ウォークラリー参
加事業者　14社
　計30社
・ポイントカードによる売
上高　650,000円

小規模事業者
の団体

指標
イベントへの参加事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各団体と連携して
支援を実施する。

目標
数値

85
実績
数値

85
目標
数値

指標

税務指導団体の活動をサ
ポートしたことで、商工
業者の税務支援が図られ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青色申告会・法人
会

青色申告会、法人会等の税
務支援団体の活動をサポー
トし、事業運営に協力する
ことにより、商工業の活性
化に資することを目的とす
る。

・税務講習会　１回
・法人会・青色申告会加入
件数　85社 下山地区内の

法人、個人の
青色申告者

指標
法人会、青申会会員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

未手続事業所を把
握し、加入促進を
図る。

○

目標
数値

57
実績
数値

58
目標
数値

指標

労働保険の周知ができ加
入促進が図れた。
事業所の事務軽減や効率
化が図れた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業

事業主等の委託を受けて、
事業主に代わって労働保険
料の申告納付その他労働保
険に関する各種の届出等の
事務手続きを行うことによ
り、中小企業主の事務処理
の負担を軽減し、労働保険
の適用促進及び労働保険料
の適切な徴収を図ることを
目的とする。一人親方建築
組合も同様に指導する。

・労働保険委託事業所数
34社
一人親方建築組合員数　24
人
　計58件

委託事業所

指標
委託事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き共済推進
に努める。

○

目標
数値

200
実績
数値

193
目標
数値

指標

事業所の経営や雇用の安
定に寄与できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業

中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定を
図るために、各種共済制度
の普及等、企業の健全な育
成に資することを目的とす
る。

・中小、小規模企業の経
営、雇用の安定性を図る
・各種共済の加入件数　193
件 商工業者

指標
各種共済の加入件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部員の資質向上に
努める。

○

目標
数値

50
実績
数値

48
目標
数値

4

指標
研修会等開催回数 講習会の開催、視察研修

で知識と資質の向上を図
ることができた。ノウハ
ウを地域社会の発展に役
立てられた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
3

青年部・女性部事
業

青年部・女性部・各委員会・
部会員間での交流や社会福祉
を通じて地域との関わりを持
つことにより、地域社会の発
展に寄与することを目的とす
る。また、商工業者の後継者
である青年、若手経営者に対
し、経営に必要な税務、労
働、情報化等の知識の取得や
資質の向上を図るための、講
習会等を開催し小規模企業の
振興、発展を目的とする。

・部員48名（青年部・女性
部）
・女性部　講習会　1回、視
察研修会等開催　1回
・青年部　若手後継者等育
成事業
働き方改革への対応講習会
2月19日15名
全国大会3名
計3回

青年部員・女
性部員・商業
工業観光各部

会部員

指標
青年部女性部部員数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

未登録事業所に登
録を図る。

○

目標
数値

78
実績
数値

78
目標
数値

指標

事業所への情報提供が迅
速に発信することができ
た。
会員事業所のPRができ、
会員事業所の売上に貢献
した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

情報化推進事業

商工会のホームページを通
じて会員事業所のPRを行う
とともに、ホームページを
通じて会員への各種の情報
提供を行う。

・会員事業所の利便性を高める
ための事業（ホームページでの
事業所の紹介等）
・ホームページ登録事業所　78
件
・ニッポンセレクト．Ｃｏｍへ
の支援事業所数　0社
・ＳＨＩＦＴ登録支援事業所数
0社

商工業者

指標
ホームページ登録事業所数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


